
 我孫子市は、日本でも最も広い平野である関東平野に位置し

ています。平野には水田が広がり、私たちの主食である米が作

られています。現在、水田として利用されている土地の多くは、

かつては沼などの湿地でした。そこに生息していた生きものの

うち、適応できる生きものたちは、人工的な湿地である水田に

逃げ込み、そこで暮らしています。水田は、これらの湿地の生

きものたちにとっては、かつての自然湿地の代わりとなる生息

地としての役割をもっているのです。 

 

  

▲田植えの終わった高野山新田の水田。 



田んぼのつくりと観察の注意 
田んぼはどのようなつくりをしているのか見てみましょう。 

田んぼにくらす生きものたちの関わり 

かつて、自然湿地では雨が降ると洪水が起こって、水びたしの
土地が時々出現していました。田んぼの水位の季節変化は、 
このような自然に起こる撹乱（かくらん）と似ています。 

田んぼの一年 

観察のために田んぼのあぜに入る場合でも、「くろ」や耕作面
は絶対に踏まないようにしましょう。 

田んぼの環境は一年の間にめまぐるしく変化します。 
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田んぼの中の生きものの「食べる、食べられる」の関係を見てみ
ましょう。周りの草地も含めると、もっと多くの生きものたちの
関係が見られます。 

フナの仲間 
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